
Ⅰ　はじめに

　特別支援学校における自立活動では，指導にあたる教
員には専門的な知識や技能の他に，状況に応じて学習内
容を選択したり，変更したりする判断力等も求められる。
中井・高野（2011）が「特別支援学校における自立活動
が抱える課題は，第一に教員自身の自立活動の専門的知
識や技術に裏付けされた指導力の低下などの専門性の課
題」と述べているように，自立活動における教員の専門
性の確保や向上は，特別支援教育における課題の一つと
なっている。
　その課題解決の策の一つとして挙げられるのが，理学
療法士（PT）や作業療法士（OT）等の専門家の活用で
ある。特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（文部
科学省，2017）において，自立活動の指導にあたっては
「児童又は生徒の障害の状態等により，必要に応じて，
専門の医師及びその他の専門家の指導・助言を求めるな
どして，適切な指導ができるようにするもの」と示され
ている。また，新しい時代の特別支援教育の在り方に関
する有識者会議（文部科学省，2021）においては「障害

の状態や特性及び心身の発達の段階等を十分把握して，
これを各教科等や自立活動の指導等に反映できる幅広い
知識・技能の習得や，学校内外の専門家等とも連携しな
がら専門的な知見を活用して指導に当たる能力が必要で
ある」と示されている。
　特別支援学校における専門家の活用については，佐藤
ら（2015）が「全国の肢体不自由特別支援学校の８割近
くが，PT・OT・ST等の外部専門家を活用している」
と報告している。また，石倉ら（2015）は，特別支援学
校（肢体不自由）においては「校内研修会の講師」「自
立活動担当教員としてPTを採用」「PTを職員として特
別支援学校に配置」等，様々な形態でPTが活用されて
いることを明らかにしている。これらの報告からも，多
くの特別支援学校において，専門家として理学療法士や
作業療法士等の助言や知見が児童生徒の指導へ生かされ
ているということが分かる。
　筆者は，先の研究（藤村，2021）にて，教員が，外部
の専門家として児童生徒に関わる理学療法士や作業療法
士からの助言や知見を自立活動の指導において活用する
ために，児童生徒が医療機関や自宅等で定期的に受ける
理学療法や作業療法の訓練（以下，定期的な訓練）に着
目した。教員が医療機関等を訪問したり，専門家を学校
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へ招聘したりして，専門家の知見や助言を得る従来の方
法と併せて，定期的な訓練の内容や訓練を担当する専門
家の助言や知見を学校において記録に残し，それらを自
立活動の指導へ活用したいと考えた。そして，児童生徒
の定期的な訓練について，訓練後に保護者から学校への
情報提供という形で保護者が記入した情報を基に，訓練
情報カードを学校と家庭との協働によって作成して，そ
れを自立活動の指導で活用する取組を提案した。
　なお，筆者が提案した取組は紙媒体を主としたもので
あったため，その取組の改善点として，教員や保護者か
らはオンライン化やペーパーレス化（以下，情報化）を
望む意見が挙げられた。ただ，情報化の検討は先の研究
の目的ではなかったため，その場では今後の課題として
記述するに留めた。しかし，意見として挙がった情報化
は，先の研究において提案した取組を検討する際に掲げ
た簡易性や簡潔性，利便性の３つの観点や，次々に情報
化が進む現代社会の情勢と合致するということから，筆
者自身もそれらの意見を非常に興味深く受け止めていた。
　教育の情報化に関する手引―追補版―（令和２年６月）
（文部科学省，2020）では，校務の情報化の目的は「効
率的な校務処理による業務時間の削減，ならびに教育活
動の質を向上させること」とされ，「校務が効率的に遂
行できるようになることで，教職員が児童生徒の指導に
対してより多くの時間を割くことが可能となる。また，
児童生徒の出欠・身体・成績・学習履歴等，様々な情報
の分析や共有により，今まで以上に細部まで目が行き届
いた学習指導や生徒指導などの教育活動が実現できる」
と示されている。これは，筆者が先の研究において掲げ
た３つの観点とも合致するものであり，先の研究におけ
る取組の情報化を検討するということには，十分に教育
的な価値があると考えられる。
　本研究では，筆者が先の研究において提案した取組の
情報化を検証するにあたって，Google社が提供するGoo-
gleフォームを利用した。Google社以外にも同様の機能

をもつサービスを提供している企業はある。本研究の検
証を実施する時点で，筆者が令和２年度千葉県長期研修
生として，千葉県総合教育センターから貸与されたGoo-
gleアカウントを所持していたため，本研究においては
Googleフォームを利用することとした。本研究の検証で
は，児童生徒個人や保護者個人が特定されないように十
分に配慮したが，児童生徒個人の情報を取り扱うという
本研究の性質上，筆者が個人的に所有するアカウントで
はなく，公的に貸与されたアカウントを使用することが
望ましいと判断した。
　Googleフォームはアンケートを収集するのに有効な
ツールとされている（水野ら，2019）。また，様々な形
式のアンケート形式の設問の作成，データの収集等が行
え，簡単な操作でアンケート等を作成・実施できる（倉
澤，2018）。回答者は，都合の良い時間や場所等からスマー
トフォンやタブレット端末等の機器で回答することがで
きる。回答フォームの作成者側と回答者側の双方にとっ
て利便性が高いということが大きな利点である。
　以上のことより，本研究では，Googleフォームを利用
して，学校が作成した回答フォームに保護者が回答する
という形で，児童生徒の定期的な訓練について家庭から
学校への情報提供を実験的に試みる。その様子の記述を
通して，これからの時代の新しい取組として，オンライ
ンツールを利用した家庭から学校への情報提供を提案す
ることを目的とした。

Ⅱ　方　　法

１　回答フォームの作成
　先述の通り，本研究ではGoogleフォームを利用した
（図１）。児童生徒の定期的な訓練の内容等について保
護者が回答するための回答フォームの質問項目の内容は，
筆者が先の研究において作成した訓練情報カードの内容
を基に検討した（図２）。

図１　Googleフォームのメインページ
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図２　訓練情報カード
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２　保護者による回答の記述
⑴　検証対象者及び協力者
　検証にあたっては，千葉県立Ｙ特別支援学校（以下，
Ｙ校）の生徒２名（以下，生徒１と生徒２）をその対象
とした。そして，生徒１と生徒２の保護者２名（以下，
保護者１と保護者２）を協力者としてGoogleフォームを
利用した訓練内容等に関する回答を依頼した。なお，２
名の保護者へ協力者として依頼するにあたっては，本研
究の趣旨や個人情報の保護，データの厳重な取り扱い，
回答時の環境によってはデータ通信料を負担していただ
くことについて説明した上で，検証への協力と研究成果
の公表等に対する承諾を得た。

⑵　検証方法
①協力者への説明
　調査対象者の生徒２名が千葉県内の医療機関で定期的
な訓練を実施する前日までに，協力者である保護者２名
それぞれへ調査内容に関する説明を行った。そこでは，
筆者が作成した回答フォームの利用ガイドを提示すると
共に，筆者のタブレット端末で実際に操作しながら回答
の入力や静止画及び動画データのアップロード，回答の
送信等の各方法を説明した。また，回答は訓練終了以降
で保護者の都合の良い場所や時間に送信して良いことを
伝えた。
②検証の手順
　検証についての保護者に対する説明から，Google
フォーム上での保護者による回答の確認までの流れを図
に示す（図３）。
　保護者の負担を軽減することや取組の簡易性や簡潔性，
利便性をより高めるために，保護者がGoogleフォーム上

の回答フォームのURLにアクセスするための２次元バー
コードを作成した。これにより，保護者はスマートフォン
やタブレット端末を利用して２次元バーコードを読み込
むだけで，Googleフォーム上において作成した回答フォー
ムを開くことが可能となった。検証において，保護者へ
依頼したことを大まかに分けると，「二次元バーコードを
読み込む」，「フォームの質問に回答する（データをアッ
プロードする）」，「送信ボタンを押す」であった。保護者
の回答の完了を受けて，Googleフォーム上で保護者によ
る回答の内容やアップロードされたデータを確認した。
　検証では，保護者が定期的な訓練の内容等について回
答フォームへ入力する中で，静止画と動画のデータを一
つずつアップロードするように依頼した。なお，この目
的は，こちらが意図する通りに，保護者が静止画と動画
のデータをそれぞれアップロードすることができるかを
記述することであった。そのため，ここで使用するデー
タは，生徒の訓練の様子を記録した実際のデータである
必要はなく，また，個人情報の保護の観点からも実際の
生徒のデータは控えた。そこで，あらかじめ２枚のＡ４
用紙を保護者へ渡して，その２枚を保護者のスマート
フォン等で静止画・動画撮影してもらうように依頼した
（図４）。そして，それらを保護者が生徒の訓練の様子
を撮影したデータと想定して，定期的な訓練の内容等を
入力することと併せて，それぞれのデータをあらかじめ
こちらが指定したページにおいてアップロードしてもら
うようにした。

⑶　検証期間
　検証は２名共に令和３年×月に実施した。なお，生徒
１及び生徒２ともに，この期間中に実施した１回の訓練

① 説明 ③ アクセス② 訓練実施 ④ 回答 ⑤ 送信

児童生徒の定期
的な訓練の実施

の前日までに協
力者へ説明。

医療機関や自宅
等において定期

的な訓練（理学
療法）を実施。

協力者は訓練後
に２次元バーコ

ードからフォー
ムへアクセス。

協力者は訓練内

容の入力や写真
等のデータをア
ップロード。

協力者は回答終
了後に回答フォ

ームの「送信」
を押して完了。

⑥ 確認

協力者による回

答の完了を受け
て回答の内容や
データを確認。

図３　検証の手順

訓練の様子を記録した静止画データとして想定す

るために使用した用紙（事前に写真撮影をしてお
くように協力者へ依頼）

訓練の様子を記録した動画データとして想定する
ために使用した用紙（事前に５秒程度の動画撮影

をしておくように協力者へ依頼）

図４　保護者への撮影を依頼した用紙
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のみをGoogleフォームでの回答の対象とした。保護者に
よる回答の完了は，保護者１及び保護者２ともに，それ
ぞれの生徒が訓練を実施した日にGoogleフォーム上に
て確認した。

Ⅲ　結　　果

１　回答フォームの作成
　回答フォームは，「訓練実施日」や「訓練機関」等の
基本情報や実施した訓練の具体的な内容，次回の訓練実
施予定等を質問項目として設定した。回答方法のほとん
どにチェック方式での回答を取り入れたが，質問によっ
ては，記述式での回答も取り入れた。また，回答と併せ
て，保護者が訓練の様子を記録した静止画や動画のデー
タをアップロードすることができる項目も設けた（図５）。
　回答フォームは，質問の内容によって区切った結果，
９ページ（セクション）から構成された。こちらが必須
情報と考えたいくつかの質問については「必須回答」と
設定したが，質問の多くは「可能な範囲で御回答くださ

い」という任意での回答とした。各ページ下部の「次へ」
ボタンを押すと次ページへ進み，同じくページ下部の「戻
る」ボタンを押すと，前ページへ戻って回答内容を変更
したり，追加したりすることができた。回答フォームの
最後のページとなる９ページ目の下部には「送信」ボタ
ンがあり，これを押すと保護者の回答が終了した。
　協力者からの回答の送信は，管理者である筆者のGoo-
gleフォームのページ上に通知として表示された（図６）。
併せてそのページ上にて保護者による回答内容やアップ
ロードされたデータを確認することが可能であった。

２　保護者による回答の記述
　検証では保護者１及び保護者２のそれぞれから回答を
得たが，誌面の都合上，ここでは保護者１による回答の
みを提示する。また，保護者１より送られた実際の回答
フォームの様子も示すが，それらについても，一部のペー
ジのみの提示とする。
　１ページ目は訓練の基本情報についての回答であった
（図７）。「個人番号」から，この回答が生徒１の訓練の

図５　回答フォームの例

－49－

オンラインツールを利用した家庭から学校への情報提供の実験的試み



図６　管理ページでの回答の通知

図７　保護者１による回答①（１／９ページ目）
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内容を示すもので，保護者１による回答であることが分
かった。そして，「訓練実施日」が2021年×月×日であっ
たことや「訓練機関」が××病院であったこと，この日
の「訓練担当者」はＫ先生であったことを把握すること
ができた。また，Ｋ先生の考えるこの日の訓練のテーマ
やねらいが「ボトックスの経過と全身の緊張度合いの確
認」であったことも把握することができた。
　２ページ目からは訓練の実施内容に関する回答であっ
た。２ページ目は「身体の緩め」の訓練に関する回答で
あった（図８）。保護者１の回答から，この日の訓練に
おいて，生徒１は「背中」「腰」「股関節」を緩める訓練
を実施したことと，具体的な実施方法や注意点として，
Ｋ先生より「腰回りの緊張の入り具合，左股関節脱臼部
に痛みがあるか注意しながら行う」と助言があったとい
うことが分かった。なお，事前に保護者１に対して，こ
のページにおいて生徒１の訓練の様子を撮影した静止画
と想定したデータをアップロードしてもらうように依頼
していたが，こちらの依頼通りに保護者１によって静止
画データがアップロードされていることが確認すること
ができた（図９）。
　３ページ目は「座位姿勢」の訓練に関する回答であっ
たが，保護者１の回答は「実施なし」であった。これに
より，この日の訓練において，生徒１は座位姿勢に関す

る訓練は実施しなかったということを把握することがで
きた。
　４ページ目は「立位姿勢」の訓練に関する回答であっ
た（図10）。保護者１の回答から，この日の訓練において，
生徒１は「SRCウォーカー」を使用して立位姿勢の訓練
を実施したことと，具体的な実施方法や注意点として，
Ｋ先生より「しっかり両足で踏ん張っているか確認しな
がら行う」と助言があったということが分かった。なお，
事前に保護者１に対して，このページにおいて生徒１の
訓練の様子を撮影した動画と想定したデータをアップ
ロードしてもらうように依頼していたが，こちらの依頼
通りに保護者１によって動画データがアップロードされ
ていることが確認することができた（図11）。
　５ページ目は「その他の姿勢」の訓練に関する回答で
あったが，保護者１の回答は「実施なし」であった。こ
れにより，この日の訓練において，生徒１は伏臥位や仰
臥位等の姿勢に関する訓練は実施しなかったということ
を把握することができた。
　６ページ目は「歩行」の訓練に関する回答であった。
保護者１の回答から，この日の訓練において，生徒１は
「SRCウォーカー」を使用して歩行の訓練を実施したこ
とと，具体的な実施方法や注意点として，Ｋ先生より「き
ちんと膝を曲げて，自分の力で足を前に運ぶように援助

図８　保護者１による回答②（２／９ページ目）
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する」と助言があったということが分かった。
　７ページ目は「その他の訓練」に関する回答であった
が，保護者１の回答は「実施なし」であった。これによ
り，この日の訓練において，生徒１はこちらが回答フォー
ムの質問項目として設けた訓練以外の内容は実施しな
かったということを把握することができた。
　８ページ目は「訓練担当の先生からのおはなし」であっ
た。保護者１の回答から，学校でも生かすことができる
助言として，Ｋ先生から「すべての行動において，力を
入れると体が反り返り，腰が伸びてしまうことが多く見

られます。緊張度合いを自分でも理解できるように声か
けをしながら行うといいです」と助言があったというこ
とが分かった。
　９ページ目は「次回の訓練予定」であった。保護者１
の回答から，次回の訓練予定日が2021年×月×日である
ということを把握することができた。

図９　保護者１によってアップロードされた静止画データ
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Ⅳ　考　　察

１　オンラインツールの活用
　Googleフォームを利用して，保護者から児童生徒の定
期的な訓練に関する情報の提供を受けるための回答
フォームを作成することができた。本研究においては，
筆者が先の研究において提案した訓練情報カードの内容
を基に回答フォームを作成した。そのため，児童生徒の
定期的な訓練に関する情報の提供を受けるという観点か
らは，質問内容や質問数，その順序等の回答フォームの
構成そのものには改善の余地はあるが，Googleフォーム
を利用して，保護者から児童生徒の定期的な訓練に関す
る情報の提供を受けるということは可能であった。
　蟻川（2012）が「インターネット調査の場合は調査対
象者にアンケートサーバーに接続してもらうので，イン
ターネットに接続できる端末があれば，いつ，どこから
でも回答可能になる。その結果，迅速なデータ収集が実
現できる」と述べているように，Googleフォームでの検
証においても，調査者側と回答者側の双方において大き
な利点があったと考える。
　はじめに，調査者側の利点として，Googleアカウント
があれば，無料で，なおかつ，非常に容易に回答フォー
ムの作成やその修正が可能であるということが挙げられ
る。回答者からの回答の通知と回答の内容は，Google
フォームのページ上ですぐに確認することができた。次
に，回答者側の利点としては，先の研究において提案し

た紙媒体での訓練情報カードを利用した取組と比較する
と，回答者側の負担を大きく軽減することができたとい
うことが挙げられる。検証後の感想として，保護者１は
「初めてなので少し時間が掛かったが，慣れると数分あ
ればできると思う」，保護者２は「非常に簡単だった。
自分（保護者）の都合の良い時間に送ることができるこ
とがとても良かった」とそれぞれ述べている。埴淵ら
（2015）が「キーボード入力ができるため紙媒体よりも
多くの自由記述回答を得やすいこと」をインターネット
調査の新たな調査方法の可能性の一つとして挙げている
こととも併せて，回答者の負担や費やす時間も大きく軽
減され，回答者側が感じる簡易性や簡潔性の向上を図る
ことができた。
　先の研究における紙媒体での訓練情報カードの取組の
改善点として，教員からは「文字だけでは具体的な訓練
の様子は分からない」，保護者からは「言葉で説明する
のは難しい。写真や動画を見てもらえれば，訓練の様子
が一目瞭然だと思う」という意見が挙がっていた。児童
生徒の定期的な訓練は，毎回教員が同席することは難し
い。しかし，本研究の検証を通して，Googleフォーム上
において，保護者から学校へ静止画や動画のデータを送
ることが可能であるということを記述することができた。
　このような形で学校が保護者から児童生徒が定期的な
訓練を受ける様子を記録した静止画や動画のデータを受
け取ることができれば，それらのデータから訓練内容を
より詳細に把握することができると考える。例えば，訓

図10　保護者１による回答③（４／９ページ目）
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練中の関節の角度はどのくらいかということや，訓練を
実施するPTやOTが児童生徒のどの部位をどのように支
えているかということ，また，児童生徒の身体を動かす
際のスピードやリズムはどの程度かということ等，静止
画や動画の中には多くの情報が含まれている。言葉や文
字による情報と併せて，訓練内容をより正確に把握する
ことに繋がると期待する。

２　オンラインツールの活用の課題
　本研究の主題を「実験的試み」と題した理由は，筆者

個人としても，オンラインツールを活用した取組の実現
にはまだまだ多くの課題を感じているためであった。次
に，オンラインツールの活用に向けた課題を考えたい。
　最初に挙げるのは，個人情報の取り扱いに関する課題
である。例えば，千葉県教職員の服務に関するガイドラ
イン（千葉県教育委員会，2020）においては，個人情報
の適切な管理等として「成績一覧表等，個人情報を含む
データファイルについては，あらかじめファイル自体に
パスワードを付けるとともに，コンピュータ本体（デス
クトップ等）には保存せず，インターネットに接続しな

図11　保護者１によってアップロードされた動画データ
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い環境（VDI環境等）で管理すること」と規定されてい
る。本研究の目的においては，対象者である生徒個人を
明確にする必要はなかったため，生徒２名をそれぞれの
個人番号で判断し，回答フォーム上でアップロードする
静止画と動画のデータは，生徒個人を被写体としていな
いものを使用することで個人情報の保護に配慮した。本
研究の目的や方法等が，千葉県教育委員会の定めるガイ
ドラインに抵触するかどうかについてはここでは論じな
いが，少なくともインターネット環境を利用するという
点では，今すぐに実践することは難しいと考えなければ
ならない。これについては，各関係機関の定めるガイド
ラインに従うことや，各関係機関の判断を仰ぐことが必
要である。
　次に挙げるのは，学校側と保護者側の双方のオンライ
ンツールの使用を含む情報化に対する意識やスキルの課
題である。教員にとって，パソコンやインターネット等
のICTの活用は，今や必要不可欠なものとなった。しか
し，中には苦手意識をもつ教員も少なくない。それは，
保護者も同様であると考える。これについては，実際に
使用して，操作に慣れるということが一番の解決策では
あると考える。とはいえ，本研究の検証で使用した回答
フォームは，簡易性や簡潔性の向上を目的としているこ
とから，教員においても保護者においても，すぐに慣れ
て，その利便性の高さもすぐに感じることができるので
はないかと考える。加えて，環境も課題の一つであると
考える。令和２年通信利用動向調査（総務省，2021）に
よると，令和元年の世帯の情報通信機器の保有状況は，
スマートフォンが86.8％，パソコンが70.1％であった。
情報通信機器の普及には目を見張るものがあるが，すべ
ての家庭や保護者において，スマートフォンやパソコン
を含む情報通信機器を必ず保有しているわけではない。
また，当然のことながら，情報通信機器を使用して通信
するにあたっては，使用料や通信料等が発生する。特に，
静止画や動画等のデータ送信は通信量が大きくなる。機
器が保護者の所有物で，保護者がデータ送信を行うので
あれば，使用料や通信料等を負担するのは保護者である。
本研究の検証においては，保護者に対してこの点につい
ても同意を得た上で実施した。実際には「子供のためな
らば」と快諾する保護者が多いのであろうが，この点は
保護者に対して丁寧に説明をしなければならない。情報
化に対する意識面やスキル面，そして環境面の課題から，
保護者からの情報提供の情報化に向けた取り組みを進め
る上では，現在の状況を急激に変化させるのではなく，
従来の聞き取りや紙媒体による形も，保護者が選択する
ことができるようにしておく必要があると考える。
　さらに，細かい点での課題を挙げるとするならば，ケー
スによっては，オンラインツールを利用する上で，その
サービスを提供する企業のアカウントを所持しなければ
ならないということである。本研究での検証を例に挙げ
ると，Googleフォームでは，回答フォームの内容によっ
ては，Google社のアカウントを所持していない人も回答
することができる。しかし，本研究の検証で作成した回
答フォームのように，静止画や動画のデータをアップ
ロードするためには，回答者もGoogle社のアカウントで
Google社のサービスにログインしなければ，データを

アップロードすることができない仕様となっている。偶
然にも，本研究の検証における協力者の保護者２名は，
Google社が開発したOSであるAndroidを搭載している
スマートフォンを使用していることから，保護者２名と
もにGoogle社のアカウントを所持していた。そのため，
検証に協力していただくために，保護者が新規にアカウ
ントを取得するという作業は要しなかった。
　オンラインツールを活用する上での課題をいくつか挙
げたが，総じて言えることは，所有者が保護者である以
上，取組を進めるためには保護者からの同意が必要であ
り，その保護者が，学校から提案する取組に協力するか，
また，そのために保護者所有の機器を使用するかどうか
の判断は，すべて保護者によるものであるということで
ある。情報化が進むことによって，効率化が図られ，利
便性も高まることとなるであろうが，保護者からの協力
があってこそ，初めてこのような取組が成立するのであ
るということは常に考えておかなければならない。

Ⅴ　ま と め

　本研究では，Googleフォームを利用して，学校が作成
した回答フォームに保護者が回答するという形で，児童
生徒の定期的な訓練について家庭から学校への情報提供
を実験的に試みた。その結果，保護者からGoogleフォー
ムを通して，生徒の医療機関における定期的な理学療法
の訓練の内容と，生徒の訓練の様子を撮影したと想定し
た静止画と動画のデータを得ることができた。
　本研究における家庭から学校への情報提供の目的につ
いて，自立活動の観点から補足すると，医療機関の理学
療法士が行っている訓練の内容を真似したり，そのまま
を取り入れたりすることが目的ではなかった。特別支援
学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編（幼稚部・
小学部・中学部）（文部科学省，2018）において「自立活
動の指導は教師が責任をもって計画し実施するものであ
り，外部の専門家の指導にゆだねてしまうことのないよ
うにすること」と示されている通り，専門家の助言や知
見を得る機会の一つとして，また，指導内容を検討する
上での参考の一つとすることを目的とした取組であった。
　個人情報の取り扱いを含めて実現には課題も多いが，
「令和の日本型教育」の構築を目指して（文部科学省，
2021）において，「個別最適な学び」を進める上で「ICT
の活用により，学習履歴（スタディ・ログ）や生徒指導
上のデータ，健康診断情報等を蓄積・分析・利活用する
ことや，教師の負担を軽減することが重要である。また，
データの取扱いに関し，配慮すべき事項等を含めて専門
的な検討を進めていくことも必要である」と示されたこ
とからも，本研究において検証したオンラインツールを
利用した保護者から学校での情報提供というものは教育
的価値のあるもので，今後さらに検討を重ねるべき取組
であると考える。

謝　　辞

　本研究での検証に御協力いただいたＳさんと保護者様，
Ｋさんと保護者様へ深く感謝いたします。

－55－

オンラインツールを利用した家庭から学校への情報提供の実験的試み



　また，本稿を執筆するにあたり，御指導をいただきま
した千葉県総合教育センター特別支援教育部の先生方へ
心より御礼申し上げます。

引用文献

中井滋・高野清（2011）「特別支援学校（肢体不自由）
における自立活動の現状と課題⑴」『宮城教育大学紀
要』46巻　173-183
文部科学省（2017）『特別支援学校小学部・中学部学習
指導要領』
文部科学省（2021）『新しい時代の特別支援教育の在り
方に関する有識者会議報告』
佐藤孝史・藤井慶博・武田篤（2015）「肢体不自由特別
支援学校における外部専門家との連携のあり方に関す
る検討―全国肢体不自由特別支援学校における外部専
門家活用に関するアンケート調査」『秋田大学教育文
化学部研究紀要教育科学部門』第70集　85-96
石倉健二・足立道久・古谷育子（2015）「特別支援教育
における理学療法士の活用状況と課題についての全国
調査（平成25年度研究助成報告書）」『理学療法学』第
42巻２号　166-167

藤村鉄平（2021）「自立活動の指導における外部専門家
による訓練の記録とその活用に関する研究―児童生徒
が医療機関等のPTやOTから受ける訓練に着目して―」
『令和２年度千葉県長期研修研究報告書』

文部科学省（2020）『教育の情報化に関する手引―追補
版―（令和２年６月）』
水野篤・河野隆志・服部英敏・西畑庸介・若林留美・中
野直美・五十嵐葵（2019）「双方向意思伝達ツールと
してのGoogleフォームを用いた経験から」『医学教育』
第50巻・第２号　203-205
倉澤寿之（2018）「Google Appsの教育利用について・
その２―Google Forms―」『白梅学園大学・短期大学
情報教育研究』第21号　33-40

蟻川浩（2012）「インターネット環境向けアンケート調査
システムの開発」『奈良産業大学紀要』第28集　１-12
埴淵知哉・村中亮夫・安藤雅登（2015）「インターネッ
ト調査によるデータ収集の課題―不良回答，回答時間，
および地理的特性に注目した分析―『E-journal 
GEO』10巻１号　81-98
千葉県教育委員会（2020）『信頼される質の高い教職員
であり続けるために～教職員の服務に関するガイドラ
イン～』
総務省（2021）『令和２年通信利用動向調査報告書（世
帯編）』
文部科学省（2018）『特別支援学校教育要領・学習指導
要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）』
文部科学省（2021）『「令和の日本型教育」の構築を目指
して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適
な学びと，協働的な学びの実現～（答申）』

－56－

千葉大学教育学部研究紀要　第70巻　Ⅰ．教育科学系


